
胃がんレジメン

CAPOX

S-1+ドセタキセル

SOX

アブラキサン療法（3週投与1週休薬）

イリノテカン

エンハーツ

オプジーボ+CAPOX

オプジーボ+S-1療法

オプジーボ+SOX療法

オプジーボ+カペシタビン療法

オプジーボ+ｍFOLFOX6療法

オプジーボ+ｓLV5FU2療法

キイトルーダ+CAPOX療法

キイトルーダ+カペシタビン療法

キイトルーダ+トラスツズマブ+S-1療法

キイトルーダ+トラスツズマブ+SOX療法

キイトルーダ+トラスツズマブ+カペシタビン療法

サイラムザ+アブラキサン療法

サイラムザ+イリノテカン療法

サイラムザ+パクリタキセル療法

サイラムザ療法

トラスツズマブ+CAPOX療法

トラスツズマブ+S-1療法

トラスツズマブ+SOX療法

トラスツズマブ+カペシタビン療法

パクリタキセル療法（3週投与1週休薬）

ビロイ+CAPOX療法



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 CAPOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

内服 カペシタビン 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 150分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 3本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 S-1+ドセタキセル療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) ドセタキセル 40mg/m2 S-1の処方が必要

内服薬 S-1 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝ静注液1mg｢F｣ 1mL 1管

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ注(20mg,80mg)ﾀｷｿﾃｰﾙ後発 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 SOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 S-1の処方が必要

内服薬 S-1 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 150分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 3本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 アブラキサン療法（3週投与1週休薬） インターバル： 28 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｱﾌﾞﾗｷｻﾝは特定生物由来製品

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) アブラキサン 100mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 60分 60分 60分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて

フィルター使用禁  

点滴静脈内(速度) ★ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ点滴100mg　(血液製剤) 0mg 2本目 2本目 2本目

大塚生食注 ▲100mL▼(ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ用) 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

フィルター使用禁  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目 3本目 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目 4週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 イリノテカン療法（biweekly) インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

UGT1A1がﾎﾓ接合体or複合ﾍﾃﾛ接合体の場合、ﾄﾎﾟﾃｼﾝを減量する

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) トポテシン 150mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 120分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾎﾟﾃｼﾝ点滴静注(40mg,100mg) 0mg 2本目

▼500mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 エンハーツ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

間質性肺疾患のスクリーニングが必要

ｴﾝﾊｰﾂは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) エンハーツ 6.4mg/kg 適応条件

HER2陽性

● 投与スケジュール 所要時間 140分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 2本目

＊点滴時間 12分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ｴﾝﾊｰﾂ点滴静注用100mg 0mg 3本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管 調製後は遮光し、4時間以内に投与を終了すること

▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 点滴中は点滴バックを遮光すること

＊点滴時間 90分かけて  

インラインフィルター使用  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 4本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 オプジーボ+CAPOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) オプジーボ 360mg ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 HER2陰性

内服 カペシタビン 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ点滴静注(120mg,240mg) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 5本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 オプジーボ+S-1療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) オプジーボ 360mg S-1の処方が必要

内服 S-1 下記参照 HER2陰性

● 投与スケジュール 所要時間 30分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ点滴静注(120mg,240mg) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 オプジーボ+SOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) オプジーボ 360mg S-1の処方が必要

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 HER2陰性

内服 S-1 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ点滴静注(120mg,240mg) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 5本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 オプジーボ+カペシタビン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) オプジーボ 360mg ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

内服 カペシタビン 下記参照 HER2陰性

● 投与スケジュール 所要時間 30分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ点滴静注(120mg,240mg) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 オプジーボ+ｍFOLFOX6療法 インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

植込型ｶﾃｰﾃﾙ オプジーボ 240mg HER2陰性

植込型ｶﾃｰﾃﾙ レボホリナート 200mg/m2

植込型ｶﾃｰﾃﾙ オキサリプラチン 85mg/m2

点滴静脈内 フルオロウラシル 400mg/m2

植込型ｶﾃｰﾃﾙ フルオロウラシル 2400mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ点滴静注(120mg,240mg) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ点滴静注(25mg,100mg)｢ﾔｸﾙﾄ｣ 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋 側管から同時投与の薬剤あり

＊点滴時間 2時間かけて  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

側管から投与  

点滴静脈内 ★ﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ注1000mg/20mL 0mg 5本目

▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 0.5瓶

全開で点滴  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ注1000mg/20mL 0mg 6本目

大塚生食注 ▲100mL▼（ﾚｼﾞﾒﾝ用） 100mL

＊点滴時間 46時間かけて  

シュアヒューザーを用いて投与

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 オプジーボ+ｓLV5FU2療法 インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

植込型ｶﾃｰﾃﾙ オプジーボ 240mg HER2陰性

植込型ｶﾃｰﾃﾙ レボホリナート 200mg/m2

点滴静脈内 フルオロウラシル 400mg/m2

植込型ｶﾃｰﾃﾙ フルオロウラシル 2400mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ点滴静注(120mg,240mg) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝ静注液1mg｢F｣ 1mL 1管

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ点滴静注(25mg,100mg)｢ﾔｸﾙﾄ｣ 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ★ﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ注1000mg/20mL 0mg 5本目

▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 0.5瓶

全開で点滴  

植込型ｶﾃｰﾃﾙ ★ﾌﾙｵﾛｳﾗｼﾙ注1000mg/20mL 0mg 6本目

大塚生食注 ▲100mL▼（ﾚｼﾞﾒﾝ用） 100mL

＊点滴時間 46時間かけて  

シュアヒューザーを用いて投与  

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 キイトルーダ+CAPOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) キイトルーダ 200mg ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 HER2陰性

内服 カペシタビン 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ100mg/4mL 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 5本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 キイトルーダ+カペシタビン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) キイトルーダ 200mg ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

内服 カペシタビン 下記参照 HER2陰性

● 投与スケジュール 所要時間 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ100mg/4mL 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 キイトルーダ+トラスツズマブ+S-1療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

● 使用する抗がん剤： S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) キイトルーダ 200mg

適応条件

HER2陽性かつPD-L1 CPS≧1

内服薬 S-1 下記参照 S-1の処方が必要

● 投与スケジュール 所要時間 130分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ100mg/4mL 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS点滴静注用(60mg,150mg)｢NK｣希釈液無0mg 3本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

1週目 2週目 3週目

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

 2回目以降：6mg/kg



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 キイトルーダ+トラスツズマブ+SOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

● 使用する抗がん剤： ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

点滴静脈内(速度) キイトルーダ 200mg

適応条件

HER2陽性かつPD-L1 CPS≧1

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 S-1の処方が必要

内服薬 S-1 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 280分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ100mg/4mL 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS点滴静注用(60mg,150mg)｢NK｣希釈液無0mg 3本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 4本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 5本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 6本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

1週目 2週目 3週目

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

 2回目以降：6mg/kg



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 キイトルーダ+トラスツズマブ+カペシタビン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

● 使用する抗がん剤： ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) キイトルーダ 200mg

適応条件

HER2陽性かつPD-L1 CPS≧1

内服薬 カペシタビン 下記参照 ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

● 投与スケジュール 所要時間 130分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ100mg/4mL 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS点滴静注用(60mg,150mg)｢NK｣希釈液無0mg 3本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

1週目 2週目 3週目

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

 2回目以降：6mg/kg



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 サイラムザ+アブラキサン療法 インターバル： 28 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｱﾌﾞﾗｷｻﾝは特定生物由来製品

ｻｲﾗﾑｻﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) サイラムザ 8mg/kg 適応条件

点滴静脈内(速度) アブラキサン 100mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 130分 60分 130分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) (冷所当日)★ｻｲﾗﾑｻﾞ(100mg,500mg) 0mg 2本目 2本目

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ（ﾚｼﾞﾒﾝ用）250mL

＊点滴時間 60分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目 3本目

全開で点滴  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目 4本目

＊点滴時間 6分かけて  

フィルター使用禁  

点滴静脈内(速度) ★ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ点滴100mg　(血液製剤) 0mg 5本目 2本目 5本目

大塚生食注 ▲100mL▼(ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ用) 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

フィルター使用禁  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 6本目 3本目 6本目

全開で点滴  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

フィルター使用禁  

1週目 2週目 3週目 4週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 サイラムザ+イリノテカン療法 インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

UGT1A1がﾎﾓ接合体or複合ﾍﾃﾛ接合体の場合、ﾄﾎﾟﾃｼﾝを減量する

ｻｲﾗﾑｻﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) サイラムザ 8mg/kg

点滴静脈内(速度) トポテシン（イリノテカン） 150mg/m2 適応条件

● 投与スケジュール 所要時間 240分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ｻｲﾗﾑｻﾞ(100mg,500mg) 0mg 2本目

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ（ﾚｼﾞﾒﾝ用）250mL

＊点滴時間 60分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

＊点滴時間 60分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾎﾟﾃｼﾝ点滴静注(40mg,100mg) 0mg 4本目

▼500mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 5本目

全開で点滴  

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 サイラムザ+パクリタキセル療法 インターバル： 28 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｻｲﾗﾑｻﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

（2回目以降：30分）

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) サイラムザ 8mg/kg 適応条件

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 80mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 210分 90分 210分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ｻｲﾗﾑｻﾞ(100mg,500mg) 0mg 2本目 2本目

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ（ﾚｼﾞﾒﾝ用）250mL

＊点滴時間 60分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目 3本目

＊点滴時間 60分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 4本目 2本目 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 60分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 5本目 3本目 5本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目 4週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 サイラムザ療法 インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：最小度

ｻｲﾗﾑｻﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

（2回目以降：30分）

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) サイラムザ 8mg/kg 適応条件

● 投与スケジュール 所要時間 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ｻｲﾗﾑｻﾞ(100mg,500mg) 0mg 2本目

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ（ﾚｼﾞﾒﾝ用）250mL

＊点滴時間 60分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 トラスツズマブ+CAPOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

● 使用する抗がん剤： ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg 適応条件

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 HER2陽性

内服薬 カペシタビン 下記参照 ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

● 投与スケジュール 所要時間 240分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS注(60mg,150mg)希釈液無 0mg 1本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 2本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 3本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 4本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 トラスツズマブ+S-1療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

● 使用する抗がん剤： ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg 適応条件

内服薬 S-1 下記参照 HER2陽性

S-1の処方が必要

● 投与スケジュール 所要時間 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS注(60mg,150mg)希釈液無 0mg 1本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 トラスツズマブ+SOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

● 使用する抗がん剤： ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) S-1は2週間服薬1週間休薬（1回40mg/m2×1日2回）C法

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg 適応条件

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 HER2陽性

内服薬 S-1 下記参照 S-1の処方が必要

● 投与スケジュール 所要時間 240分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS注(60mg,150mg)希釈液無 0mg 1本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 2本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 3本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 2時間かけて  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 4本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

S-1 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.25ｍ2未満 40mg/回

1.25ｍ2以上～1.5ｍ2未満 50mg/回

1.5ｍ2以上 60mg/回

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 トラスツズマブ+カペシタビン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

● 使用する抗がん剤： ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg 適応条件

内服薬 カペシタビン 下記参照 HER2陽性

カペシタビンの処方が必要

● 投与スケジュール 所要時間 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS注(60mg,150mg)希釈液無 0mg 1本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 パクリタキセル療法（3週投与1週休薬） インターバル： 28 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 80mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 90分 90分 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 2本目 2本目 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目 3本目 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目 4週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 ビロイ+CAPOX療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：高度

ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝは2週間服薬1週間休薬（1回1000mg/m2×1日2回）C法

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) ビロイ 初回：800mg/m2 適応条件

2回目以降：600mg/m2 CLDN18.2陽性、HER2陰性

点滴静脈内(速度) オキサリプラチン 130mg/m2 ｶﾍﾟｼﾀﾋﾞﾝの処方が必要

内服 カペシタビン 下記参照

● 投与スケジュール 所要時間 300分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

30分かけて ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

ｱﾛｶﾘｽ点滴静注235mg/10mL(VHJ 1瓶

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

6分かけて インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾋﾞﾛｲ点滴静注用100mg 0mg 3本目

8時間かけて 大塚蒸留水100mL（ｵﾝﾃﾞｷｻ・ﾋﾞﾛｲ用） 1瓶

※詳細は右記 初回の場合

　点滴生理食塩ﾊﾞｯｸﾞ｢ﾌｿｰ｣▲500mL▼（ﾚｼﾞﾒﾝ用）400mL

2回目以降の場合

　▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ（ﾚｼﾞﾒﾝ用）250mL

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目

6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ点滴(50mg,100mg) 0mg 5本目

2時間かけて ▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 6本目

全開で点滴  

内服薬

薬剤略称 タイミング 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

カペシタビン 朝

《体表面積》 《1回量》 夕

1.36ｍ2未満 1200mg

1.36ｍ2以上～1.66ｍ2未満 1500mg

1.66ｍ2以上～1.96ｍ2未満 1800mg

1.96ｍ2以上 2100mg

（血管痛）50mL以上投与されていれば残廃棄可

1週目 2週目 3週目

最初の30分は①初期速度で点滴し、

以後30分毎に忍容性に問題なければ②→③→④の順に、投与速度を変更する。

　②初期速度×2

　③初期速度×3

　④初期速度×4

調製後、12時間以内に投与を終了すること


